
26 - 20
33 - 11
16 - 28

Ｃ 27 - 6
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 1 4 3 8 1 2 4 1 0 1 2 3 0 0
5 0 0 3 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
10 * 1 3 2 2 1 1 0 0 3 3 3 4 2 0
11 0 3 9 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 0 0
13 * 1 2 4 6 0 0 3 2 5 7 2 3 4 1
15 * 0 0 9 13 2 4 1 2 14 16 2 0 2 0
17 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
19 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0
21 0 0 0 2 4 0 0 0 1 1 2 0 0 1 0
22 0 0 1 0 1 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0
31 * 0 1 9 10 5 7 0 1 2 3 2 3 1 0
33 0 1 3 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
34 0 0 0 0 1 1 2 0 0 4 4 0 0 0 0
38 0 2 3 1 3 0 0 1 1 5 6 3 0 0 0
39 0 0 0 0 1 1 2 0 2 1 3 0 0 0 0

0 1 0 1 0
9 29 32 54 11 18 14 11 37 48 16 17 13 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 4 0 2 0 0 1 3 1 4 1 3 0 1
2 * 0 2 4 14 3 3 2 1 5 6 5 5 1 0
6 0 0 0 2 7 0 0 1 1 4 5 0 0 0 0
17 * 3 6 3 9 2 2 3 2 3 5 3 1 1 2
24 * 0 5 2 9 3 4 1 4 3 7 4 5 2 0
35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
36 * 0 1 6 12 1 3 4 1 3 4 3 2 1 0
37 * 0 0 5 9 3 4 3 3 13 16 3 1 1 0
78 0 0 1 0 1 0 0 1 1 3 4 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 19 22 63 12 16 16 16 35 51 20 17 7 3

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

102 65

敗チーム

試 合 日 2017年9月24日
龍谷大学

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール二部リーグの六日目の第一戦は、一部昇格を目指す龍谷大学と現在全敗で一勝を追う
神戸大学とのカードであった。前半は神戸大のターンオーバーなどが続き、その中で龍谷大が確実に点数を重ねた
結果、大きく点差が開いてしまった。ところが後半、龍谷大のファウルトラブルにより、流れが神戸大に傾く。ところが
龍谷大はジャンプショットをその高い確率で決めたため、神戸大は流れに完全に乗り切れなかったものの、点差を16
点にまで一時は縮めることができた。しかし試合終盤は、神戸大のシュートが全く入らず、龍谷大の100点ゲームで幕
を閉じた。最終結果は65-102、龍谷大が一部昇格に大きく邁進する結果となった。
【第一ピリオド】
第一ピリオドは神戸大#24今村のジャンプシュートで幕を開けた。それからは三分間、互いに点を決め合う局面と
なった。そんな中その均衡を崩したのは、龍谷大#10下畑の速攻からのバスケットカウントである。神戸大も負けじと攻
めるが、ミスが続き次第に点差が離れていく。その中で一目置かれたのが、龍谷大#31西廣の1on1である。神戸大学
も#37木下の圧倒的なリバウンドからの得点を中心に点数を重ね、神戸大が六点ビハインドの26-20で第一ピリオドを
終えた。
【第二ピリオド】
第二ピリオド開始直後、龍谷#2高橋､そして#13山脇の連続3Pシュートが炸裂し、一気に点差が広がった。またこれ
により試合の流れは完全に龍谷大に傾き、龍谷大のエース#31西廣のバスケットカウントでさらなる追い上げを魅せ
る。一方、神戸大はターンオーバーからの逆速攻が目立つなどミスが続き、悪い流れが断ち切れない状況が続く。そ
の中でも龍谷大は龍谷大のシューター#11中本の2連続3Pシュートなどもあり、着実に点差を離していく。そして第二
ピリオド終盤にはさらに龍谷大#38植原が2連続3Pシュートを含む怒涛の8得点をあげ、遂には30点差近くまでにも点
差がついてしまった。第二ピリオドは59-31で龍谷大が大きくリード。後半戦の神戸大の追い上げに期待である。
【第三ピリオド】
開始直後、神戸大#37木下のインサイドプレイを見せる。龍谷も着実に得点を重ねこそすれ、神戸大に活気が戻って
きたように思われた。神戸大は、果敢に攻め、結果龍谷大は開始二分でチームファウルを5つ貯めてしまう。そのよう
な状況下で、速攻が決まるなどして、流れは次第に神戸大に傾いていった。龍谷大は、#11中本の3Pシュートもあっ
たが、ミスが増え、#2高橋がテクニカルファウルを取られてしまうなど、点差はあるのだが厳しい局面が続く。一方神戸
大では#36山口の速攻からのバスケットカウント、#17網本の連続3Pシュートなどが光り、神戸大の良い流れにさらに拍
車をかけた。第三ピリオドは神戸大のラストシュートが惜しくも外れ59-75で終了。前半かなり大きかった点差が縮ま
り、どうなるかまだまだ分からない試合展開といってもよいだろう。
【第四ピリオド】
第4ピリオドでは、龍谷大の高いジャンプシュートの確率、そして重なる神戸大のターンオーバーにより再び流れは龍
谷大である。神戸大は速攻を仕掛け積極的に攻めるが、肝心なところで点に結び付けることができない。その後も、
龍谷大の一方的な展開が続き、龍谷大はベンチメンバーに交代した後も実力が低下せず、選手層の厚さを物語って
いた。

主審 阿部 知裕 副審 手島 幹人 戦評 田中、池永 (大阪大)

神戸大学開始時間 10:00
会　　場 桃山学院大学
コ ー ト 勝ち点 4 勝ち点 0試合ＮＯ 226

記録 関西学生バスケットボール連盟

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

下畑 両平 8 24
中本 龍 9 12

MIN

高橋 龍斗 10 21
倉石 祐 4 7

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

近土 真人 0 3
山本 凌平 0 5

山脇 公貴 11 25
刈川 真輔 20 31

西廣 祐輝 23 26
加地 毅紀 3 8

田中 慎也 4 7
山川 和穂 0 8

米杉 和真 1 7
Team / Coach: 平井 亮伍

築山 結希 1 6
植原 州哉 8 10

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 102 200
RATE 31.0% 59.3% 61.1%

梅崎 健 11 35
桑原 啓樹 4 17

ST BS MIN

志賀 泰星 0 15

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

山地 直樹 0 7
中谷 隆人 13 23

網本 拓夢 17 37
今村 勇貴 7 28

0 - -
0 - -

木下 雄太 13 29
津田 航匡 0 13

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

RATE 15.8% 34.9% 75.0%

Team / Coach: 小木曽 湧 -
合　　　計 65 204


